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堆
肥
の
施
用
・
保
管
に
は
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す

　

町
で
は
、
農
地
な
ど
へ
の
堆
肥
な
ど
の

不
当
な
大
量
投
与
を
防
止
す
る
た
め
、
堆

肥
な
ど
の
施
用
・
保
管
に
関
し
て
必
要
な

事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

【
堆
肥
の
施
用
、
保
管
に
関
す
る
届
出
】

　

植
物
を
栽
培
す
る
た
め
、
左
記
基
準
を

超
え
る
堆
肥
を
施
用
ま
た
は
保
管
す
る
場

合
は
、
30
日
前
ま
で
に
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

【
堆
肥
の
施
用
】

◎
農
地
…「
一
作
に
つ
き
20
ｔ
」か
つ「
10
ａ

あ
た
り
20
ｔ
」

◎
森
林
…「
５
ｔ
」か
つ「
１
ha
あ
た
り
５

ｔ
」

※
木
質
チ
ッ
プ
な
ど（
樹
皮
、剪
定
枝
な
ど
）

を
施
用
す
る
場
合

◎
農
用
地
…
10
ａ
あ
た
り
100
立
法
メ
ー
ト

ル
。
た
だ
し
、
果
樹
園
は
10
ａ
あ
た
り

150
立
法
メ
ー
ト
ル
で
す
。

◎
森
林
…
１
ha
あ
た
り
500
立
法
メ
ー
ト
ル

【
堆
肥
の
保
管
】

　

保
管
場
所
１
箇
所
に
つ
き「
50
ｔ
」

�

堆
肥
を
施
用
す
る
際
は

　

家
畜
ふ
ん
尿
や
木
質
チ
ッ
プ
な
ど
を
原

料
と
す
る
堆
肥
の
大
量
施
用
は
、
悪
臭
や

衛
生
害
虫（
ハ
エ
、
ヤ
ス
デ
な
ど
）の
発
生

原
因
と
な
り
ま
す
。
施
用
の
際
は
、
次
の

点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
よ
く
腐
熟
し
た
堆
肥
を
施
用
す
る
こ
と

②
施
用
後
は
、
臭
気
の
飛
散
を
抑
え
る
こ

と（
速
や
か
に
耕
起
す
る
、
し
っ
か
り
覆

土
す
る
）

③
栽
培
す
る
品
目
な
ど
に
応
じ
て
、
適
正

な
施
用
量
と
す
る
こ
と

農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て

　

埼
玉
県
農
林
公
社（
農
地
中
間
管
理
機

構
）が
中
間
的
な
受
け
皿
と
な
り
、
農
地
を

所
有
者
か
ら
借
り
て
そ
れ
を
貸
し
付
け
る

こ
と
で
地
域
の
担
い
手
に
農
地
を
集
約
す

る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
広
木
・
駒
衣
・
古
郡
・
沼

上
・
北
十
条
・
南
十
条
・
根
木
・
下
児
玉

の
農
地
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
地
域
内
の
農
地
を
所
有
さ
れ
て
い

る
か
た
で
、
ま
だ
事
業
に
参
加
さ
れ
て
い

な
い
か
た
は
ぜ
ひ
参
加
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
農
林
商
工
課
ま
た
は
農
業
委

員
会
事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

森
林
の
樹
木
を
伐
採
す
る
と
き
は

「
伐
採
届
」
が
必
要
で
す

　

地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

森
林（
保
安
林
を
除
く
）の
木
を
伐
採
す
る

と
き
は
、
森
林
法
に
よ
り
、「
伐
採
届
」の
提

出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

伐
採
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
対
象
と

な
っ
て
い
る
森
林
か
を
農
林
商
工
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
届
出
対
象
者
】

◎
森
林
所
有
者
が
自
分
で
伐
採
す
る
と
き

は
、
森
林
所
有
者
が
提
出
し
ま
す
。

◎
森
林
所
有
者
が
請
負
に
よ
っ
て
伐
採
す

る
と
き
は
、
森
林
所
有
者
と
伐
採
業
者

が
連
名
で
提
出
し
ま
す
。

【
届
出
期
間
】

◎
伐
採
を
始
め
る
30
日
前
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。無
届
で
伐
採
し
た
場
合
は
、

森
林
法
に
よ
る
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◎
森
林
以
外
に
転
用
す
る
た
め
、
０
・

１

�

ha
以
上
１
ha
以
内
の
開
発（
土
地
の
形

質
変
更
）を
伴
う
伐
採
を
行
う
場
合
は
、

「
伐
採
届
」と
あ
わ
せ
て「
小
規
模
林
地
開

発
行
為
届
出
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

◎
１
ha
を
超
え
る
開
発
を
行
う
場
合
は
、

「
伐
採
届
」で
な
く
、
埼
玉
県
寄
居
林
業

事
務
所
に「
林
地
開
発
許
可
」の
申
請
が

必
要
で
す
。

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
に
つ
い
て

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続

に
よ
り
、
地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た

か
た
は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
、
森
林
法
に

よ
り「
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
書
」の

提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
届
出
期
間
】

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日

以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

　

農
地
を
宅
地
、
駐
車
場
、
資
材
置
場
な

ど
農
地
以
外
の
目
的
に
利
用
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
は
、
農
地
転
用
許
可
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
転
用
し
よ
う
と
す
る
農
地
が
農

業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
区
域（
青
地
）に

指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て

転
用
は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。
や
む
を
得
ず

転
用
す
る
場
合
は
、
農
用
地
区
域
か
ら
除

外
す
る
手
続
き
を
行
っ
た
後
、
農
地
転
用

の
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

転
用
を
お
考
え
の
か
た
は
、
必
ず
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
農
地
転
用
の
許
可
】

◎
対
象
に
な
る
農
地

　

登
記
地
目
が
農
地
の
土
地
。
ま
た
、
登

記
地
目
が
農
地
で
な
く
て
も
、
農
地
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
土
地
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

◎
転
用
の
可
否

　

転
用
の
許
可
は
農
地
法
の
基
準（
場
所

や
目
的
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）に
よ
り

判
断
さ
れ
ま
す
。

◎
申
請
手
続
き

　

毎
月
10
日（
10
日
が
土
日
、
祝
日
の
場
合

は
そ
の
翌
日
の
開
庁
日
）ま
で
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
か
ら
許
可
ま
で
に
か
か
る
期
間
は

お
お
よ
そ
２
か
月
で
す
。

【
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
】

◎
除
外
の
要
件

　

除
外
す
る
に
は
、
次
の
５
つ
の
要
件
を

全
て
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
必
要
性
お
よ
び
緊
急
性
が
あ
り
、
他
に

代
替
す
べ
き
土
地
が
な
く
、
農
地
転
用
、

建
築
確
認
許
可
な
ど
、
必
要
な
許
認
可

の
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。

②
農
用
地
の
集
団
化
、
農
作
業
の
効
率
化

そ
の
他
農
業
上
の
利
用
に
支
障
が
な
い

こ
と
。

③
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
を
営

む
者
に
対
す
る
農
用
地
の
利
用
集
積
に

支
障
が
な
い
こ
と
。

④
土
地
改
良
施
設
な
ど
の
機
能
に
支
障
が

な
い
こ
と
。

⑤
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
工
事
が
完
了
し

た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
８
年

を
経
過
し
た
土
地
で
あ
る
こ
と
。

◎
申
出
手
続
き

　

４
月
、
７
月
、
10
月
、
１
月
の
各
10
日

（
10
日
が
土
日
、
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前
日

の
開
庁
日
）ま
で
に
申
出
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
出
か
ら
除
外
ま
で
に
か
か
る
期
間
は

お
お
よ
そ
７
、８
か
月
で
す
。

平
成
31
年
度
の

経
営
所
得
安
定
対
策
に
つ
い
て

　

米
・
麦
・
大
豆
な
ど
に
つ
い
て
、
需
要

に
応
じ
た
生
産
の
促
進
と
水
田
農
業
全
体

と
し
て
の
所
得
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
農

業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
こ
の
対
策

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

【
加
入
方
法
】

　

４
月
に
農
事
部
長
か
ら
配
布
さ
れ
る
営

農
計
画
書
に
作
付
計
画
を
記
入
し
て
、
農

林
商
工
課
ま
た
は
美
里
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
策
の
内
容
に
つ
い
て
】

１　

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

　

食
糧
自
給
率
向
上
に
向
け
て
、
水
田
を

有
効
活
用
し
て
戦
略
作
物
を
生
産
す
る
農

業
者
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

※
戦
略
作
物
…
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物
、

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
、
加
工
用
米
、
飼
料
用
米
、

米
粉
用
米

①
対
象
者

　

販
売
目
的
で
、
戦
略
作
物
を
生
産
す
る

農
業
者

②
交
付
単
価　

▼
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物

 
 

⇩

３
万
５
千
円
／
10
ａ

▼
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲

 
 

⇩

８
万
円
／
10
ａ

▼
加
工
用
米

 
 

⇩

２
万
円
／
10
ａ

▼
飼
料
用
米
、
米
粉
用
米

 
 

⇩

収
量
に
応
じ
、
５
万
５
千
円
～

�
�

　

10
万
５
千
円
／
10
ａ

※
そ
の
他
、
地
域
の
特
色
あ
る
産
品
を
支

援
す
る
産
地
交
付
金（（
二
毛
作
、
耕
畜

連
携
へ
の
支
援
を
含
む
）が
あ
り
ま
す
。

２　

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金

　

畑
や
水
田
に
お
い
て
、麦
、大
豆
、そ
ば
、

な
た
ね
を
販
売
目
的
で
生
産
す
る
農
業
者

に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
対
象
者

　

対
象
作
物
を
販
売
目
的
で
生
産
を
行
う

販
売
農
業
者
で
、
認
定
農
業
者
、
集
落
営

農
ま
た
は
認
定
新
規
就
農
者

②
数
量
払
い
交
付
単
価

▼
小
麦 

６
、８
９
０
円
／
60
㎏

▼
二
条
大
麦 
５
、４
６
０
円
／
50
㎏

▼
六
条
大
麦�
５
、６
９
０
円
／
50
㎏

▼
は
だ
か
麦�

８
、１
９
０
円
／
60
㎏

▼
大
豆�

９
、０
４
０
円
／
60
㎏

▼
そ
ば�

１
万
６
、８
４
０
円
／
45
㎏

※
こ
れ
ら
の
交
付
単
価
は
、
平
成
29
年
～

平
成
31
年
産
の
平
均
交
付
単
価
で
す
。

等
級
や
ラ
ン
ク
に
よ
り
交
付
額
が
変
わ

り
ま
す
。

③
面
積
払
い（
営
農
継
続
支
払
）交
付
単
価

　

当
年
産
の
作
付
面
積
に
応
じ
て
交
付
さ

れ
ま
す
。

　

面
積
払（
営
農
継
続
支
払
）の
単
価
：

２
０
、０
０
０
円
／
10
ａ

　
（『
そ
ば
』は
１
３
、０
０
０
円
／
10
ａ
）

　

米
価
は
産
地
銘
柄
ご
と
の
需
給
バ
ラ
ン

ス
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
農
業
者

が
市
場
動
向
や
自
ら
の
販
売
実
績
な
ど
を

踏
ま
え
、
ど
の
作
物
を
ど
れ
だ
け
生
産
し
、

誰
に
ど
の
よ
う
に
販
売
す
る
の
か
と
い
う

戦
略
に
基
づ
い
て
主
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
す
。

農
林
商
工
課
・
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ
＝
農
林
商
工
課　

産
業
振
興
係
・
農
業
委
員
会
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３


